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(57)【要約】
【課題】スクリーンに風等の外力が加えられても下レー
ルからの離脱を抑制することができ、かつ離脱時の復旧
が容易なスクリーンガイドを備えるバリアフリー型横引
きロールスクリーン装置を提供する。
【解決手段】ガイド駒６３の鈎部６６の内端間の幅を下
レール３０の張出し部３２の先端間の距離よりも幅広に
形成することで、ガイド駒６３が下レール３０に対して
取り外し自在ではあるが、スクリーン５０への風等の外
力の作用によりガイド駒６３が側方に移動したときに、
鈎部６６を張出し部３２に係止させて下レール３０から
の離脱を抑制する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スクリーン枠の一側の固定枠と該固定枠に対して横引きで開閉移動可能に設けられた可
動桟との間に、巻取軸に巻回されたスクリーンが、上記固定枠と可動桟の一方に該巻取軸
を、他方に該巻取軸から導出されたスクリーンの先端を支持させることにより設置され、
上記固定枠と可動桟の一方における下端部に一端が固定され、他端が該固定枠と可動桟の
他方における下端部に設けた開口からその内部に湾曲して出入りするスクリーンガイドを
備え、該スクリーンガイドが連結条による多数のガイド駒の連結により上に凹なる方向に
可撓に構成されて、その上面に設けたスクリーンの張設方向に沿う係合溝に、上記スクリ
ーンの下端縁に沿って設けた多数の係合部材を摺動自在に係合保持されるようにしたバリ
アフリー型横引きロールスクリーン装置において、
　上記スクリーン枠の下枠として設置されるスクリーンガイドをガイドするための下レー
ルを、帯状薄板の両側壁上部に外側に向けて突出する張出し部を設けたものとし、
　上記ガイド駒は、上記下レールによりガイドされる基台部上に、該ガイド方向に沿う立
面壁と上記係合溝を形成するスリットを備えた上面壁とを有し、上記基台部の下面両側に
一対の対向する垂下壁を設けることにより、上記下レール上を摺動自在に跨ぐ凹溝を形成
すると共に、該凹溝の下端開口縁に内側に向けて突出する鈎部を形成したものとし、
　該鈎部の内端間の幅を下レールの張出し部先端間の距離よりも幅広に形成して、上記ガ
イド駒が下レールに対して取り外し自在ではあるが、スクリーン面への外力の作用により
ガイド駒が側方へ移動したときに、上記鈎部を下レールの張出し部に係止させて下レール
からの離脱を抑制するものとした、
ことを特徴とするバリアフリー型横引きロールスクリーン装置。
【請求項２】
　上記固定枠に上記巻取軸を支持させると共に、上記可動桟に該巻取軸から導出されたス
クリーンの先端を支持させ、上記固定枠における下端部に一端を固定したスクリーンガイ
ドの他端を可動桟における下端部に設けた開口からその内部に出入りするようにしたもの
において、上記可動桟の下端部に上記下レールを覆うレール溝を設けて、該可動桟の下端
を下レールによりガイドさせると共に、該可動桟の下端部のガイド駒が導出される開口に
より、該開口から導出されるガイド駒の一対の垂下壁から内側に突出する鈎部が、上記下
レールの張出し部の両側に導出されるように位置決めしている、
ことを特徴とする請求項１に記載のバリアフリー型横引きロールスクリーン装置。
【請求項３】
　上記一対の垂下壁の下端から内側に向けて突出させた鈎部の上面を、該鈎部の先端側に
向けて下方に傾斜させて、ガイド駒を上動させる過大な外力が作用したときに、該ガイド
駒を下レールの張出し部から滑出させる傾斜面としている、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のバリアフリー型横引きロールスクリーン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防塵、遮光、断熱、防虫等を目的として、建物開口部枠に装着するためのバ
リアフリー型横引きロールスクリーン装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば特許文献１に示されるように、スクリーン枠の一側の固定枠と該固定枠に
対して横引きで開閉移動可能に設けられた可動桟との間に、巻取軸に巻回されたスクリー
ンを、可動桟に巻取軸を、固定枠にスクリーンの先端を支持させることにより設置した巻
取り式スクリーン装置が知られている。この巻取り式スクリーン装置は、可動桟の下端部
に一端が固定され、他端が固定枠の下端部に設けた開口からその内部に湾曲して出入りす
るスクリーンガイドを備え、このスクリーンガイドは連結条による多数のガイド駒の連結
により構成されている。そして、この種の巻取り式スクリーンガイドでは、スクリーンガ
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イドの下面側に下レール上を摺動自在に跨ぐ凹溝を設けて、該凹溝によりスクリーンガイ
ドを下レールでガイドさせ、それによりバリアフリー化を図っている。
【０００３】
　この特許文献１に記載のスクリーン装置のガイド駒の下面には、凹溝の開口縁から内側
に向かう一対の鈎部が形成され、スクリーン装置の下レールにはその両側壁上部から外側
に向かう張出し部が形成されている。また、この鈎部の先端間は張出し部の先端間の距離
よりも幅狭に形成されている。そのため、スクリーンガイドの下レールからの離脱が抑制
され、スクリーンガイドがより確実に下レールにガイドされる。一方で、このガイド駒の
鈎部の先端間は張出し部の先端間の距離よりも幅狭に形成されているため、スクリーン対
して幼児やペット等による大きな外力が作用したときには、スクリーンが破断したりガイ
ド駒が損傷したりする可能性があり、また何らかの原因でスクリーンガイドが下レールか
ら離脱した場合の下レール上への復旧作業に手間を要するという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３４６５７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の技術的課題は、上記事情に鑑みたものであって、ガイド駒を下レールに対して
係合させていないために大きな外力では外れ易いが、スクリーンに風等の外力が加えられ
ても下レールからの離脱を抑制することができ、それによって離脱時の復旧も容易にした
スクリーンガイドを備えるバリアフリー型横引きロールスクリーン装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明によれば、スクリーン枠の一側の固定枠と該固定枠に
対して横引きで開閉移動可能に設けられた可動桟との間に、巻取軸に巻回されたスクリー
ンが、上記固定枠と可動桟の一方に該巻取軸を、他方に該巻取軸から導出されたスクリー
ンの先端を支持させることにより設置され、上記固定枠と可動桟の一方における下端部に
一端が固定され、他端が該固定枠と可動桟の他方における下端部に設けた開口からその内
部に湾曲して出入りするスクリーンガイドを備え、該スクリーンガイドが連結条による多
数のガイド駒の連結により上に凹なる方向に可撓に構成されて、その上面に設けたスクリ
ーンの張設方向に沿う係合溝に、上記スクリーンの下端縁に沿って設けた多数の係合部材
を摺動自在に係合保持されるようにしたバリアフリー型横引きロールスクリーン装置にお
いて、上記スクリーン枠の下枠として設置されるスクリーンガイドをガイドするための下
レールを、帯状薄板の両側壁上部に外側に向けて突出する張出し部を設けたものとし、上
記ガイド駒は、上記下レールによりガイドされる基台部上に、該ガイド方向に沿う立面壁
と上記係合溝を形成するスリットを備えた上面壁とを有し、上記基台部の下面両側に一対
の対向する垂下壁を設けることにより、上記下レール上を摺動自在に跨ぐ凹溝を形成する
と共に、該凹溝の下端開口縁に内側に向けて突出する鈎部を形成したものとし、該鈎部の
内端間の幅を下レールの張出し部先端間の距離よりも幅広に形成して、上記ガイド駒が下
レールに対して取り外し自在ではあるが、スクリーン面への外力の作用によりガイド駒が
側方へ移動したときに、上記鈎部を下レールの張出し部に係止させて下レールからの離脱
を抑制するものとしたバリアフリー型横引きロールスクリーン装置が提供される。
【０００７】
　この場合において、上記バリアフリー型横引きロールスクリーン装置は、上記固定枠に
上記巻取軸を支持させると共に、上記可動桟に該巻取軸から導出されたスクリーンの先端
を支持させ、上記固定枠における下端部に一端を固定したスクリーンガイドの他端を可動
桟における下端部に設けた開口からその内部に出入りするようにしたものにおいて、上記
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可動桟の下端部に上記下レールを覆うレール溝を設けて、該可動桟の下端を下レールによ
りガイドさせると共に、該可動桟の下端部のガイド駒が導出される開口により、該開口か
ら導出されるガイド駒の一対の垂下壁から内側に突出する鈎部が、上記下レールの張出し
部の両側に導出されるように位置決めしていることが好ましい。
【０００８】
　さらに、バリアフリー型横引きロールスクリーン装置は、上記一対の垂下壁の下端から
内側に向けて突出させた鈎部の上面を、該鈎部の先端側に向けて下方に傾斜させて、ガイ
ド駒を上動させる過大な外力が作用したときに、該ガイド駒を下レールの張出し部から滑
出させる傾斜面としていることが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ガイド駒における鈎部の内端間の幅が下レールの張出し部先端間の距
離よりも幅広に形成され、そのためガイド駒を下レールに対して係合させていないが、ス
クリーン面への風等の外力の作用によりガイド駒が側方へ移動したときに鈎部が下レール
の張出し部に係止するため、風等による外力によりスクリーンガイドの下レールからの離
脱が抑制され、かつ離脱時の復旧が容易なバリアフリー型横引きロールスクリーン装置を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１実施例に係るスクリーン装置を建物開口部枠に装着した状態を示す
正面図である。
【図２】（ａ）は図１に示すＩＩ－ＩＩ線での断面図であり、（ｂ）は上記（ａ）におけ
る上部の部分拡大図である。
【図３】（ａ）はスクリーンガイドが下レールの中央に位置している状態を示す説明図、
（ｂ）はスクリーンガイドが下レール上を風等により側方に摺動した状態を示す説明図で
ある。
【図４】スクリーンの上下端を上レール部材及びスクリーンガイドに係合させた状態を示
す斜視図である。
【図５】ガイド駒の構成を示すもので、（ａ）は斜視図、（ｂ）は異なる方向から見た斜
視図、（ｃ）はガイド駒の移動方向に沿う縦断面図、（ｄ）は上記（ｃ）と直交する方向
の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、図面を参照しながら本発明に係るバリアフリー型横引きロールスクリーン装置
の実施形態について説明する。このバリアフリー型横引きロールスクリーン装置１は、防
塵、遮光、断熱、防虫等を目的として、左右側枠３，４、上枠５、及び下枠６からなる建
物開口部枠２に装着するものであり、この建物開口部枠２内に固定されるスクリーン枠７
を有している。
【００１２】
　スクリーン枠７は、左右側枠３，４のそれぞれに沿って取り付けられる互いに平行配置
の一対の固定枠１０，１１と、上枠５に沿って取り付けられる上レール部材２０と、下枠
６に固定される該上レール部材２０と平行な下レール３０とによって構成されている。ま
た、スクリーン装置１は、上レール部材２０及び下レール３０に沿って横引きで開閉移動
可能な可動桟４０と、固定枠１０と可動桟４０との間に支持されるスクリーン５０と、該
スクリーン５０の下端をガイドするスクリーンガイド６０とを備えている。
【００１３】
　固定枠１０は、その上下端部に設けられる軸支部１２，１３で回転可能に支持される巻
取軸１４を有している。この巻取軸１４は、スクリーン５０の横方向における一端側が固
定され、このスクリーン５０が巻き取られるスクリーン巻取部１５と、その両端に設けら
れて軸支部１２，１３で回転可能に支持されるキャップ部１６，１７とを備え、また、巻
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取軸１４内にはスクリーン５０を巻き取るための付勢力を付与するスプリング１８が内蔵
されている。さらに、固定枠１０の下端部には、後述するように、スクリーンガイド６０
の一端が下レール３０に跨乗する状態で固定されている。
【００１４】
　上レール部材２０は、図１における左右方向に延びてスクリーン５０の上端を左右方向
にガイドする部材であり、図２の（ｂ）に詳細に示すように、上レール部材２０の一対の
側壁２１，２１の各内面側には、それぞれ支持段部２１ａ，２１ａ及び口縁部２１ｂ，２
１ｂを上レール部材２０の長手方向に沿って突設している。そして、支持段部２１ａ，２
１ａ間に形成された溝状部にはインナーレール２４が嵌挿され、このインナーレール２４
の上部から左右側に向けて突出するフランジ部２４ａ，２４ａが支持段部２１ａ，２１ａ
に係合することで、インナーレール２４が上レール部材２０内に保持されている。上記イ
ンナーレール２４は、後述するように、スクリーン５０の上端縁部に取り付けた多数の係
合部材５２ｂを係合させて該スクリーン５０をガイドするものである。
【００１５】
　また、上レール部材２０の側壁２１，２１の下端部に突設した一対の口縁部２１ｂ，２
１ｂ間には可動桟４０の上端部４１が挿入され、この上端部４１から左右側に向けて突出
する鍔部４２，４２を口縁部２１ｂ，２１ｂに摺動自在に保持させることで、可動桟４０
の下端が下レール３０にガイドされるが下レール上には乗らないようにして、可動桟４０
を上レール部材２０に吊り下げている。
【００１６】
　下レール３０は、上レール部材２０と同様に図１における左右方向に延びてスクリーン
５０を左右方向にガイドする部材であり、この下レール３０を帯状薄板で形成することで
バリヤフリーを実現している。そして、図３の（ａ）（ｂ）に示すように、この下レール
３０の長手方向に沿う左右側壁３１，３１の上部には、外側に向けて突出する一対の張出
し部３２，３２が設けられている。
【００１７】
　固定枠１０の下端部に固定されて下レール３０に沿って延び、可動桟４０の下端の開口
４４からその内部に屈曲して出入りする上記スクリーンガイド６０は、図１、図４及び図
５に示すように、多数のガイド駒６３の連結により、上に凹となる可撓構造に構成され、
その上面にスクリーン５０の張設方向に沿う係合溝６１（図４参照）が設けられている。
この係合溝６１は、後述するように、スクリーン５０の下端縁部に取り付けた多数の係合
部材５３ｂを係合させてガイドするものである。更に、このガイド駒６３は、下レール３
０によりガイドされる基台部６５と、該基台部６５から上方に向かって延びるところのス
クリーン５０のガイド方向に沿う立面壁６４と、多数のガイド駒６３を連結することで上
記係合溝６１を形成するスリット６１ａを備えた上面壁６２とを有している。
【００１８】
　また、ガイド駒６３内には、該ガイド駒６３の基台部６５の上面に沿って該ガイド駒６
３を上記下レール３０に沿う方向に貫通する挿通路７３が形成され、この挿通路７３に可
撓性合成樹脂のシートからなる長尺の連結条６９が挿通され、これにより多数のガイド駒
６３が連結されている。さらに、上記基台部６５の下レール３０に沿う方向の一端側には
、隣接するガイド駒６３との連結の安定化のための連結凸部７０が、他端側には、隣接す
るガイド駒の該連結凸部７０が嵌挿される連結凹部７１がそれぞれ設けられ、この連結凸
部７０の下方を開放することにより、隣接するガイド駒６３の上に凸なる湾曲を可及的に
抑制するように形成している。
【００１９】
　上記ガイド駒６３の基台部６５における下面両側には一対の対向する垂下壁６８が設け
られ、基台部６５と垂下壁６８とによって上記下レール３０を摺動自在に跨ぐ凹溝６７が
形成されている。上記垂下壁６８の下端、すなわち凹溝６７の下端開口縁には、内側に向
けて突出する鈎部６６，６６が形成されている。該鈎部６６，６６の先端間の距離は、下
レール３０の張出し部３２，３２の先端間の距離よりも幅広に形成され、この鈎部６６は
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上記張出し部３２に対して図３のように下側に配されている。そのため、同図の（ａ）か
ら分かるように、ガイド駒６３は下レール３０に対して取り外し自在であるが、同図の（
ｂ）に示すように、スクリーン５０への矢印Ｗの方向の風等の外力の作用によりガイド駒
６３が側方に移動したときには、鈎部６６が下レール３０の張出し部３２に係止して下レ
ール３０からの離脱を抑制することができる構成を有している。
【００２０】
　また、この鈎部６６は先端側に向けて下方に傾斜する上面６６ａを備えている。そのた
め、スクリーン５０によりガイド駒６３を上動させる方向の過大な外力が作用した場合に
は、鈎部６６と張出し部３２とが係止していても、鈎部６６が張出し部３２に対して傾斜
する面で当接しているので、上記ガイド駒６３への過大な力が鈎部６６の上面６６ａを下
レール３０の張出し部３２に対して斜めに滑らせる力として作用し、ガイド駒６３を下レ
ール３０の張出し部３２から滑出させることになり、スクリーン５０やガイド駒６３の破
損が抑制される。
【００２１】
　図１に示す可動桟４０は、必要に応じて固定枠１０，１１に対して平行を維持して開閉
移動するように設置され、固定枠１０と対向する面４０ａ側には、スクリーン５０の巻取
軸１４からの導出端が取り付けられている。また、上記固定枠１０と対向する面４０ａの
下端部には、スクリーンガイド６０を可動桟４０の内部に出入りさせるための前記開口４
４が設けられている。このスクリーンガイド６０は、可動桟４０の固定枠１０方向へのス
ライド移動によって、上記開口４４を通じて可動桟４０の内部の収容空間４３に収容され
、可動桟４０の固定枠１１方向へのスライド移動によって、上記開口４４を通して下レー
ル３０上に導出されるものである。また、図２に示すように、可動桟４０の下端部４５に
は下レール３０を覆うレール溝４６が設けられ、このレール溝４６によって可動桟４０の
下端が下レール３０によりガイドされる。そして、可動桟４０を上レール部材２０に吊り
上げて、レール溝４６の上面４７と下レール３０との間に隙間を設けている。
【００２２】
　上記可動桟４０の下部の開口４４の横幅は、上記ガイド駒６３の横幅よりも僅かに幅広
となるように設定され、上記可動桟４０の下端部４５のレール溝４６の横幅は上記下レー
ル３０の張り出し部３２の先端間の距離よりも幅広となるように設定されている。そして
、上記開口４４から導出されるガイド駒６３の鈎部６６，６６が下レール３０の張出し部
３２の両側に導出されるように位置決めされている。
【００２３】
　上記スクリーン５０は、図４に示すように、防虫網からなるスクリーン本体５１と、該
スクリーン本体５１の上下端に上端縁部５２及び下端縁部５３とを備えている。該上端縁
部５２及び下端縁部５３は、一定幅の帯状の取付部片５２ａ，５３ａと、この取付部片５
２ａ，５３ａの縁に取り付けられた多数の係合部材５２ｂ，５３ｂとからなり、係合部材
５２ｂは上記上レール部材２０に挿入されているインナーレール２４に摺動自在に係合し
、係合部材５３ｂはスクリーンガイド６０の係合溝６１に摺動自在に係合させるものであ
る。
【００２４】
　なお、本実施例では、固定枠１０の下端部にスクリーンガイド６０の一端が固定され、
可動桟４０の下端部にスクリーンガイド６０の他端を出入りするための開口４４が開設さ
れているが、スクリーンガイド６０の一端が上記可動桟４０の下部に固定され、スクリー
ンガイド６０の他端が上記固定枠１０の下部に開設されこの開口から該固定枠の内部に出
入りするようにしてもよい。この場合、巻取軸１４は可動桟４０の内部に設けられる。
【符号の説明】
【００２５】
　１　バリアフリー型横引きロールスクリーン装置
　２　建物開口部枠
　３，４　側枠
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　７　スクリーン枠
　１０，１１　固定枠
　１４　巻取軸
　２０　上レール部材
　３０　下レール
　３１　側壁
　３２　張出し部
　４０　可動桟
　４４　開口
　４６　レール溝
　５０　スクリーン
　５３　下端縁部
　５３ｂ　係合部材
　６０　スクリーンガイド
　６１　係合溝
　６１ａ　スリット
　６２　上面壁
　６３　ガイド駒
　６４　立面壁
　６５　基台部
　６６　鈎部
　６６ａ　傾斜壁
　６７　凹溝
　６８　垂下壁
　６９　連結条
【図１】 【図２】
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